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　この度、（一社）茨城県
建築士会副会長という大役
を仰せつかり、非常に恐悦
至極に存じます。まだまだ
数多くの諸先輩のいらっ
しゃるなか、私のような若

輩者がこのような役職を引き受けてよかったのだろ
うかと、今でも思っております。何の力もございま
せんが、皆様のお力をお借りしながら、建築士会の
発展のため尽力して参る所存です。
　以上、抱負でした。・・・で終わってしまっては
申し訳ないのでもう少し。先ずは今感じている世間
話など一言。
　世の中、東京オリンピック開催で一時期盛り上
がっておりましたが、当時の国立競技場建設や、エ
ンブレム問題で興ざめしてしまったことを思い出し
ます。競技場については、無事完成し、いよいよと
言う時にコロナ禍により開催延期。また、建築に携
わる一人として競技場完成を興味深く見守っていた
こともあり、華やかであろう開会式ができるか、は
たしてこのままスムーズに進むのか不安に思うのも
事実です。（開閉会式を含め陸上競技等応募したが
全部落選）早く活気のある世の中に戻ってほしいも

のです。
　我が建築士
会に目を戻し
ますと、若手
建築士の減少
や会員の高
齢化により、
年々会員数の
減少が止まり
ません。これ
は全国的にも
同じことが言
えます。国も懸念しているように、これからも益々
人口減少により各方面で厳しい状態が続くことで
しょう。しかしながら、建築士という専門の知識や
技術を持った集団が一致団結し、協力体制を整え、
世間にアピールして行くことにより何らかの打開策
を模索して行くことが大切ではないかと考えます。
　若手の育成も重要であり、また機会があれば小中
学生向けに建築に関する行事などを取り入れ、興味
を持ってもらうようなことが出来たらとも思ってい
るところです。個人的には、コミュニティ組織や、
学校の協力を得て
地震や津波の話、
また耐震について
の実験や模型作り
など地域活動もし
てきました。この
ような活動を建築
士会として各地域
で行えたら良いの
ではと思います。

副会長　ひたちなか支部長
川又　晴彦

タオレンジャー

映画俳優きむちたくや

バル－ンヨウスイ

新役員・新支部長に聴く
（今年度、新たに就任された方にお聞きしました）
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　この度はこのような大役
を仰せつかり、身の引き締
まる思いでおります。
　建築士会の役割は、災害
対応や社会への提言などの
職能を生かした公益活動、

講習やセミナーなどを通しての建築士の資質の向上
など多岐に渡ります。
　その中で、建築士会の会員にとって建築士会は、
所属している会社の枠を超えて、交流・活動するこ
とができる“場”です。各々の仕事を通してだけでは
出会うことがなかった人たちと出会い、経験するこ
とのできなかった経験を得ることができます。私が
建築士会に入会して早いもので40年を超えようとし
ておりますが、私にとってもまたそのような場であ
りました。
　しかし、多い時で3000人を超えていた会員数も、
2000人を割るという時代に入りました。少子高齢化
という社会情勢の中で他の職能団体の多くがそうで
あるように、当会にとっても会員数の減少や会員の
年齢構成の上昇は現在、大きな課題となっておりま
す。
　これからの建築を担う若い世代の建築士にとって、
やりがいのある、魅力ある建築士会にしていくため
には、若い世代の建築士の方々に、さまざまな活動
に企画から参加していただくことが必要不可欠と考
えております。そのための環境づくりに尽力してい
きたいと思っております。
　コロナ禍の影響により、会員の皆様におかれまし
ても様々なご苦労をされていることと思います。建
築士会の活動においても思うように活動できない状
態が続いておりますが、皆様のご協力を頂きながら
精一杯務めていきたいと思っております。何卒よろ
しくお願い申し上げます。

　この度、一般社団法人茨
城県建築士会常務理事を拝
命しました中山 和朗（本
年度から筑西支部長）と申
します。支部長という大役
を受け、何分至らない事や

不慣れな点が多々ある処、常務理事を拝命したこと
は大変光栄なことではありますが、身の引き締まる
想いです。皆様のお力を借りて、微力ながら頑張り
たいと思いますので、何卒よろしくお願い致します。
　近年、少子高齢化、情報化、グローバル化などが
進展する中で社会全体が混沌としてきており、建築
士会を取り巻く環境も大きく、速いスピードで変化
しています。また、この度の新型コロナウイルス問
題で、日本のみならず、全世界で過去に類がないく
らいの様々な影響を受け、先が見えない状態です。
　会員の皆様方にも、体調管理に気をつけて行動し
て戴きたいと思います。
　支部の事業計画・方針についてですが、県事業同
様、理事・役員で検討はしているのですが、なかな
か事業実施には至っておりません。しかし、筑西支
部では、総務委員会、企画研修委員会、交流委員会
の組織の基、企画運営に当たり、参加しやすい活
動、魅力ある活動を目指していきますので、何なり
と、皆様方からのご要望等の意見を戴ければ幸いで
す。現在、企画研修委員会では、第2回オンライン
委員会を実施計画しています。このような積み重ね
が、今後とても大切であると思います。建築士会は、
建築士の資質向上や技能維持向上と共に建築士の多
様な職能や会員相互のネットワークをフルに生かし
ながら社会課題の解決への取り組みや、地域発展に
貢献していこうとする団体です。
　皆様には、各々の知識や知恵を仲間である会員に
教えて戴き、各支部事業に参加して戴くのは勿論の
こと、県建築士会や各地域事業に参加して戴き、会
員同士屈託のない意見交換しつつ、仲間を増員して
いこうではありませんか！
　これまで以上に、ご協力とご支援をお願い致しま
して挨拶とさせて戴きます。

副会長　県央支部長
高槻　一雄

常務理事　筑西支部長
中山　和朗
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　建築士会は資格団体です。その資格は言うまでもなく建築士です。建築士資格の法

的根拠は建築士法にあります。

　その建築士法第１条には目的として「・・・、その業務の適正を図り、建築物の質

の向上に寄与させること」とあり、２条の２には建築士の職責として「建築士は、常

に品位を保持し、・・・・建築物の質の向上に寄与するように、・・・」と謳われてい

ます。さらに、第３条にあっては建築士でなければ設計できない建物が列挙されてい

ます。

　解釈すれば、建築士は「日本において建築の設計をする」という法律上の行為を独占する権利を与えられた

資格であり、そして建築士会はその資格を有する人たちだけが加入する団体です。

　茨城県建築士会常務理事の役割を頂いたこの機に建築士法の条文と邂逅し再咀嚼するとき、些か重い何かが

圧し掛かられる思いがします。その重さを感じながら、公共の福祉に寄与することに微力を尽くすべく背筋を

伸ばしてこの重責に取り組みたいと思います。会員の皆様にはお世話になることばかりかと思いますが、ご理

解の上ご協力下さいますようよろしくお願いいたします。

　この度、歴史ある建築士会の支部長の大役を仰せつかりつかり、責任の重さを痛感

してります。

　二十歳代のころ机の上での設計では納まらない事があると感じ、自ら設計・積算・

基礎鉄筋・鉄骨加工・溶接・建て方などを25年ほど現場での経験を経て、デザインビ

ルド方式で、県南の地域で鉄骨構造建築をメインで設計施工監理業を営んでおります。

　支部の事業計画として建築相談会の開催・建築制度の普及宣伝及びホームページの

運営・建築パトロール・会員、家族の親睦会（ゴルフ等）・苗の配布・木造住宅耐震診断への協力を計画して

います。

　若手の人材育成として、本年は「新型コロナ」で開催が行われなかった「茨城県の元気な森林づくり事業」

での地域の交流及び木工体験を経て、子供たちが建築への興味を持ってもらえ”未来の建築士”へと育って頂け

れば幸いです。東京オリンピックの開催時期の支部長として、楽しみながら思い切って邁進して行く所存であ

ります。

常務理事　県央副支部長
益子　一彦

竜ヶ崎支部長　秋山　　穣
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　日頃より大変お世話になっております。

　本年度より茨城県建築士会久慈支部の支部長に就任することとなりました市川三和

子です。

　久慈支部の事業計画の柱となっているのは、常陸太田市で開催されている「子子育

メッセ」と「常陸秋そばフェスティバル」への参加です。

　未来を担っていく子供達と段ボールハウスを作成したり、地元の皆さんが元気になれる行事に参加・お手伝

いさせて頂いています。

　又、大子の会員の方から「地元の山の木で家を創ろう」という一般の方に参加頂き、山や木の事、そして私

たちの仕事や活動のついても理解を深めてもらえるような勉強会の提案を頂いています。

　久慈支部の会員は素晴らしいパワーがあります。

　私の仕事はその声を聴き、人と人とを繋げて協力して形にしていくことだと考えています。

　支部長というには未熟な点が多々ありますが、皆様のお力添えを頂きながら精一杯頑張って務めさせていた

だきます。

　今後ともどうぞよろしくお願いします。

　皆様こんにちは。この度、ご承認を受けまして、鉾田支部長を拝命いたしました 

桐原　栄 と申します。県と支部と各会員の皆様とをつなぐ、どこまで出来るかとい

う不安はございますが、精一杯努める所存です。

　本年度、コロナウイルス感染症が広がる渦の中、会員の皆様はじめ多くの人たちが

影響を受け、活動自粛の中で改めて社会、会社や学校など、周囲からの支えや与えに

気が付きました。

　仕事や健康そして家族、感謝の心を忘れず支え合いながら本会の支部活動を今までと違った交流、繋がりを

模索し会員の皆様のご協力を仰ぎながら、地域貢献活動など一歩ずつ進めてまいりたいと考えております。

　どうぞよろしくお願い致します。

久慈支部長　市川　三和子

鉾田支部長　桐原　　栄
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　４月に高萩支部の支部長を老齢乍ら、大役を仰せつかり就任する事に成りましたが、

新型コロナウイルスが猛威を振る中、感染防止の為、今もって支部活動（新役員・会

員との会合）停止中です。会員の健康管理が最優先と思って居るところです。人類の

敵、ウイルス疫病対策のため早くワクチン開発し、終息を願うばかりです。感染が穏

やかになり次第に会員皆様と会合を図り、高萩支部の令和２年度事業計画、７項目中

から（会員増強及び組織の強化。研修・見学会の実施）二点を選び、会員皆様共に古

刹・遺産施設等の見学など行い、見聞を深め支部会員同士間のコミュニケーションを図り、当会に新資格取得

者が快く喜んで入会して頂ける様に、又、高萩支部の発展と地域建築士のステータスに微力ながら寄与して参

りたいと思っています。

　人のために何かをする、人を助ける、それによって、助けた人も助けられた人も、
幸福を感じ、幸せホルモンが体内で分泌されます。幸せホルモンは「無敵の自己治癒
力」といわれていて、運動している人よりも健康寿命を長くするという研究結果も報
告されています。人に親切、社会に親切にすれば、人にも良く、自分にも良く、社会
も良くなります。
　これまで先輩方が築いてきた伝統を大切にし、「社会に親切」という心を持って、
地域社会とのつながりを広げ、会員のつながりを深める一年にしたいと考えて、今年

度活動していく所存です。新型コロナウイルス感染症が世界中で拡大する中、集会などで多くの人が集まるこ
とが難しい時期ではありますが、会員皆様のご指導、ご協力をよろしくお願いします。

本年度の主要目標は、
１、同じ目標に向かうため、ITなどを使い、情報の共有を広く進めます。
２、会員相互の親睦を図り、支部のより一層の充実を目指します。
３、現会員の維持と新入会員の増強に努めます。
４、小学校の絵画展や研修旅行など継続事業を大切にし、実施していきます。
５、建築士の立場で地域のまちづくりに貢献します。
６、事業活動を通じて、建築士会の認知度の向上を図ります。

高萩支部長　佐藤　利雄

石岡支部長　島田　　哲
社会に親切
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　本年５月、土浦支部通常総会により、支部長を仰せつかりました。土浦支部に於い

ても、会員減少の波はきております。土浦支部は、６つの委員会・部会及び賛助会

があり、各委員長・部長を中心に、事業活動を継続しながら会員相互の活性化に努め、

「楽しい支部・魅力ある支部」を合い言葉にして、新規会員の入会を促す機会をつく

り、会員増強に繋げていきたいと思います。

支部の事業計画、方針

　通常総会開催・新入会員歓迎会開催・納涼会開催・賛助会開催・クリスマスパーティー開催・賀詞交歓会開

催・研修見学会開催・情報交換会開催・本部事業への参加・土浦市の事業への参加協力など、多岐にわたる活

動を実施しております。各担当委員長・部長が中心となる土浦支部であり、今後もこの活動形態を継続し、支

部活性化に努めていきたいと思います。又会員減少している状況下のなか、事業活動が会員個々の過度な負担

にならないよう、又会員からの意見に耳をかたむけ、土浦支部の継続に努めていきたいと思います。

　筑波支部においては、前支部
長の相澤さんの時代から、委員
会体制による活動にシフトして
います。支部会員が、建築士会
活動に、今まで以上に参加しや
すい意義のある支部活動を目指
しています。今年度も、７つの

委員会と事務局体制で組織され、監事、顧問にも指導を
仰ぎながら活動しています。今年、つくば市にＳＤＧｓ
パートナーズ団体会員として認定されましたのでＳＤＧ
ｓ委員会を発足させました。委員会メンバーによって、支部主催のマルシェ（市場）開催の企画も挙がってい
ます。まちづくり再生委員会では、つくば市が行った「地域活性化プラン」コンペに２年連続して応募し、２
年連続してファイナリストとなりました。また、青年委員会では、コロナ禍の中、バイト職を失った学生の手
助けにと、筑波大学の学生課を通じて支部会員企業と、バイトを希望する学生とのマッチングを行いました。
　今年こそ、支部のホームページを作成して、分かりやすい情報発信をして行きたいと思っています。現状は、
HPの前段階として、Facebookを利用しています。ぜひご覧になって下さい。

土浦支部長　塚本　美明

筑波支部長　長瀨　行弘

筑波支部FacebookCYCLEingSakuragawa

支部長就任にあたっての抱負
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・就任にあたっての抱負
　このたび、５月20日の役員会に於いて行方支部長を引き受ける事となりました。本
来なら支部総会にて会員の皆様がそろったところで就任するところでしたが、コロナ
の影響で委任状による役員会での就任となりました。
　私が建築士会に入会した13年前は会員数も100名以上いましたが、今年度は62名に
なってしまいました。会費を安くしたりしましたが減少に歯止めがかかりません。高

齢化も問題です。なかなか難しい問題ですが若い建築士の入会、魅力ある支部活動による会員の退会防止など
を最優先に考えていきたいと思います。

・支部の事業計画及び方針など
１．魅力ある支部作りで支部会員の皆様の支部活動への積極的な参加
２．ホームページの作成などによる外部への発信
３．地元行政機関と空き家問題や災害時の協力などの取り組み

　二年の任期ではございますが、会員の皆様と一緒に支部を活性化していきたいと思いますので、ご協力よろ
しくお願いいたします。

行方支部長　原　　正樹
行方支部長に就任して

褒　賞 ・ 表　彰

おめでとうございました。

令和２年

国土交通大臣表彰
（建設事業関係功労者等）

土浦支部　理事
（株）増山栄建築設計事務所

代表取締役
増山　栄 氏

令和２年

黄綬褒賞

筑波支部　理事
（株）大和田建設 代表取締役

（株）大和田建設一級建築士事務所
大和田 米吉 氏
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支部長一覧
支部名 氏　　　名 勤務先

北 茨 城 篠　原　武　司 ㈱安心確認検査機構

久　　慈 市　川　三和子 イチカワ建築設計事務所

高　　萩 佐　藤　利　雄 日興建設㈱

日　　立 梅　原　郁　夫 梅原材木店

ひたちなか 川　又　晴　彦 川又晴彦建築設計事務所

鹿　　島 内　芝　良　吉 ㈱鹿島テクノス

県　　央 高　槻　一　雄 ㈲高槻建築設計事務所

県　　庁 足　立　信　幸 建築指導課

ＪＲ水戸 清　原　利　彦 ＪＲ水戸　設備部建築課内

行　　方 原　　　正　樹 ㈲原建築事務所

鉾　　田 桐　原　　　栄 桐原建築

古河さしま 長谷川　正　幸 長谷川建築設計事務所

桜　　川 鈴　木　孝　和 和設計室

下　　妻 広　瀬　元　二 ㈱広瀬設計

常　　総 岡　田　一　夫 岡田建築設計事務所

筑　　西 中　山　和　朗 ㈱中山工務店

坂　　東 森　　　　　均 森建築設計事務所

結　　城 小　貫　廣　利 小貫建設㈱

石　　岡 島　田　　　哲 島田建設㈱

稲　　敷 新　田　孝　司 ㈱新田工務店

北 相 馬 土　井　金　哉 山王建材㈱

筑　　波 長　瀨　行　弘 ㈱ノーブルハウジング

土　　浦 塚　本　美　明 ㈱ジュン設計

竜 ヶ 崎 秋　山　　　穣 穣建築設計事務所

総務・企画委員会
役　　職 氏　　　名 勤務先

副 会 長 高　槻　一　雄 ㈲高槻建築設計事務所

常務理事 益　子　一　彦 ㈱三上建築事務所

理　　事 小　林　澄　夫 繁建築設計事務所

理　　事 鈴　木　啓　之 ㈲アップル建築設計事務所

委 員 長 小　川　憲　一 ㈱戸頃建築設計事務所

副委員長 横須賀　　　孝 ㈱横須賀満夫建築設計事務所

委　　員 根　本　洋一朗 ㈱根本建築設計事務所

委　　員 久　野　正　行 久野建築設計室

委　　員 石　黒　洋　子 ㈲マツバラデザイン

委　　員 椎　名　康　一 椎名建築設計事務所

委　　員 飯　島　洋　省 ㈱ and HAND建築設計事務所

役　　職 氏　　　名 勤務先

委　　員 根　本　周　作 ㈱根本工務店

委　　員 潮　田　　　浩 ㈲常総企画潮田建築設計事務所

委　　員 藤　田　康　広 ㈱オセヤ一級建築士事務所

研修委員会
役　　職 氏　　　名 勤務先

副 会 長 川　又　晴　彦 川又晴彦建築設計事務所

常務理事 久保田　吉　文 ㈲クボタ建築設計事務所

理　　事 小　貫　廣　利 小貫建設㈱
理　　事 梅　原　郁　夫 梅原材木店

委 員 長 加　藤　繁　治
副委員長 長谷川　隆　浩 長谷川産業一級建築士事務所

委　　員 長谷川　正　幸 長谷川建築設計事務所

委　　員 沼　田　弘　次 M’sBox建築設計事務所

委　　員 久　米　恒　雄 久米建築設計事務所

委　　員 石　井　浩　光 ㈱三上建築事務所

委　　員 郡　司　政　美 郡司建築工業所

委　　員 鈴　木　　　弘 ㈱and HAND建築設計事務所

委　　員 井　坂　光　宏 ㈱ヤマト建築設計事務所

委　　員 斉　藤　保　弘 ㈲丸斉建築

委　　員 石　井　邦　明 石井邦明デザインスタジオ

委　　員 渡　辺　真　美 テクテク・ケンチク事務所

情報・広報委員会
役　　職 氏　　　名 勤務先

副 会 長 川　又　晴　彦 川又晴彦建築設計事務所

常務理事 中　山　和　朗 ㈱中山工務店

理　　事 児　玉　欽　司 ㈱環境工作室

理　　事 成　田　孝　成 ㈱幸田

委 員 長 大　山　早　嗣 ㈱大山都市建築設計

副委員長 武　居　公　江 ㈱タケイ・アーツ

委　　員 浅　野　祐一郎 ㈲浅野建築設計事務所

委　　員 石　黒　幸　喜 一級建築士事務所ｲﾃﾞｲ

委　　員 塙　　　万　治 ハナワ建築設計事務所㈱

委　　員 軽　部　守　彦 軽部建築設計事務所

委　　員 澤　畑　一　成 ㈱清水建設

委　　員 山　田　一　博 ㈱桜設計事務所

委　　員 中　村　正　明 ㈱中村工務店設計事務所

委　　員 谷　島　正　憲 ㈲谷島ホーム機器

支部長・委員会委員一覧
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まちづくり委員会
役　　職 氏　　　名 勤務先

副 会 長 武　村　　　実 武村建築設計事務所

常務理事 潮　田　　　充 ㈱潮田建設

理　　事 豊　﨑　晋　也 IBA建築事務所

理　　事 森　　　　　均 森建築設計事務所

委 員 長 岩　永　至　功 ㈲時空遊園

副委員長 永　井　昭　夫 永井昭夫建築設計事務所

委　　員 梶　　　ひろみ 梶ひろみ建築設計室

委　　員 津　田　むつみ T’s設計室

委　　員 高　橋　文　男 ㈱高正建設

委　　員 鎌　田　富士夫 鎌田建築アトリエ

委　　員 篠　根　玲　子 一級建築士事務所re’Design

委　　員 田　中　一　博 ㈲田中設計事務所

委　　員 片　岡　俊　之 東海村役場

委　　員 清　水　雅　史 ㈲清水忠建築設計事務所

委　　員 松　田　祐　光 ㈱生空感

委　　員 栗　原　力　男 ㈱栗原建設

会員委員会
役　　職 氏　　　名 勤務先

副 会 長 武　村　　　実 武村建築設計事務所

担当常務 岡　田　一　夫 岡田建築設計事務所

理　　事 内　芝　良　吉 ㈱鹿島テクノス

理　　事 市　川　三和子 イチカワ建築設計事務所

委 員 長 根　本　勝　義 ㈱根本工務店

副委員長 小　川　雅　良 小川建設㈱

委　　員 清　水　洋　一 ㈱清水建設

委　　員 和　田　淳　一 淳設計工房

委　　員 渡　辺　章　夫 ㈲ムーブ建築設計事務所

委　　員 柳　下　文　江 ㈱ハース

委　　員 圷　　　浩　一 ㈲a.c/建築計画室

委　　員 青　木　孝　二 ㈱青木住設

委　　員 吉　田　　　進 ㈱吉田工務店

委　　員 加　藤　宜　之 加藤木工

委　　員 鈴　木　邦　夫 かい設計工房

委　　員 小　暮　真　一 ㈲金光工務店

委　　員 青　山　裕　之 青山建設㈱

青年委員会
役　　職 氏　　　名 勤務先

委 員 長 早　川　敏　史 ㈱早川建築事務所

副委員長 菅　澤　達　行 ㈱増山栄建築設計事務所

副委員長 住　谷　将　旨 大洗町役場

役　　職 氏　　　名 勤務先

委　　員 櫻　井　　　充 ㈲荻建築設計事務所

委　　員 藤　田　康　広 ㈱オセヤ

委　　員 伊　東　　　肇 伊東建築工業㈱

委　　員 加　藤　雅　史 加藤雅史建築設計事務所

委　　員 君　島　拓　弥 ㈲けっそく設計

委　　員 大　川　佳　史 東海村役場

委　　員 谷田川　治　彦 谷田川建築

委　　員 皆　川　尚　之 ㈱長岡屋

委　　員 茂　垣　直　樹 m・ style

委　　員 一　色　信　宏 Nido architects

委　　員 大　鐘　孝　弘 ㈲大鐘工業

委　　員 清　水　智　之 茨城県庁：都市計画課

委　　員 雨甲斐　　　晃 雨甲斐建築設計

女性委員会
役　　職 氏　　　名 勤務先

委 員 長 小　貫　弘　巳 小貫計画

副委員長 轡　田　久　恵 ㈱柴建築設計事務所

副委員長 橋　本　珠　美 アトリエ・たまん

委　　員 大　谷　美由紀 武田建築設計事務所

委　　員 桑　原　文　子 Nido architects

委　　員 小　林　明　江 ㈱建築設計工房  匠工房

委　　員 近　藤　あすか ㈱皆川美術建築設計事務所

委　　員 長　山　智　子 包建築設計室

委　　員 根　本　恵　美
委　　員 平　沼　清　美 ㈱オーデック

ＣＰＤ委員会
役　　職 氏　　　名 会　　　社

副 会 長 高　槻 　一　雄 ㈲高槻建築設計事務所

委 員 長 小　川　憲　一 ㈱戸頃建築設計事務所

副委員長 大　山　早　嗣 ㈱大山都市建築設計

委　　員 根　本　勝　義 ㈱根本工務店

委　　員 加　藤　繁　治
委　　員 岩　永　至　功 ㈲時空遊園

委　　員 早　川　敏　史 ㈱早川建築事務所

委　　員 小　貫　弘　巳 小貫計画
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□立地と計画の背景
　下妻中学校は筑波山の西方、豊
かな田園が広がる市域の中心に位
置する中学校です。かつて農業用
水確保に苦心した先人たちによっ
て造られた貯水池・砂沼を取り囲

む広域公園に隣接し、沼面越しに紫峰筑波を望むこ
とができる恵まれた環境にあります。５haに及ぶ
広い敷地をこれまで以上に有効に活用するために、
老朽化した校舎の建て替えとそれに伴う駐輪場や運
動場にまで及ぶ全面的な再整備を行いました。

□配置と全体構成の方向性
　西側正門から東方にそびえる筑波山を向く軸線上
にプロムナードを設定し、校舎をこのプロムナード

に沿って敷地北側に直線状に配置しました。３層か
ら成る外観は階ごとに異なる操作を施して、筑波山
を指し示す強い方向性と中学校に相応しい躍動感の
あるものとしました。

□平面構成
　普通教室は、２階３教室と３階３教室計６教室を
ひとまとまりの学年ブロックとして、３つのブロッ
クを横方向に並べ、その間にはＷＣや階段等を設け、
異学年を緩やかに分節しています。
　西側を向く昇降口前には大屋根空間を設け、近い
将来に既存体育館が解体された暁には学校の顔とな
るように、懐の深い構えを作りました。当面は西側
に建つ体育館と大らかに行き来でき、登下校時や運
動場への出入りの際のバッファゾーンとなり、雨天

設計
主旨

下妻市立下妻中学校
建築作品紹介
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時には軽運動もできる半屋外空間として供していま
す。
　昇降口を入った正面には大階段があります。校舎
の中心に子どもたちの休み時間の交流や集会などに
活用できるシンボル的な空間を設けました。この大
階段を上がった南側に普通教室群、北側に特別教室
群を、中庭を挟んで配置しています。

□技術な方策
　短手方向、長手方向ともに耐震壁を設ける強度型
の構造を採用しています。短手方向の教室間の間仕
切りは乾式工法として将来の可変性を確保しながら、
教室端部やＷＣ等共用部分を耐震要素とし、長手方
向では千鳥に耐震壁を配置して、開口部の確保と耐
震要素を両立させています。
　耐震壁と同厚の扁平な柱によって凹凸のない壁面
と梁型のないヴォイドスラブによって平らなスラブ
下をつくり、設備配管の融通性と将来の可変性を確
保しています。
　校舎中央にはリニアな中庭を設け、１階技術室・
美術室の屋外作業スペースとすると同時に、各教室
の２方向の開口部によって通風と採光を確保してい
ます。
　南側に配置した普通教室の外部には奥行きのある
バルコニーや庇を設けて、夏季の直達日射を遮蔽し、
冬季の直射日光を制御して、空調負荷・照明負荷の

低減を図っています。また、屋根・外壁は外断熱工
法を採用しています。躯体外部にウレタンフォーム
吹付とし、屋根はガルバリウム鋼板で葺き、外壁は
同材で覆い、断熱性能の強化による熱負荷の低減、
外装の長寿命化、漏水可能性の排除という３つの役
割をもたせています。

■建物概要／下妻市立下妻中学校
●所　在　地　茨城県下妻市長塚字新田大道東乙37番２他
●設計・監理　株式会社　三上建築事務所
●施 設 機 能　中学校
●敷 地 面 積　50,690.47㎡
●建 築 面 積　 3,818.49㎡
●延 床 面 積　8,397.89㎡
●規模・構造　RC造（一部Ｓ造）　地上３階

長手方向の耐震壁となる千鳥壁

体育館と昇降口をつなぐ大屋根下
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①伊佐岡　健一　37歳　結城支部

②市役所職員

③この度、茨城県建築士会に入会させていただきました伊佐岡と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

④技術力の向上や、建築業務に関わる会員の皆様との交流を深めたいと

思い入会しました。

⑤講習会や見学会など

⑥人との繋がりを大切にしながら、業務に必要な知識を身につけられる

よう努めたいと思います。

①岡嶋　利光　39歳　結城支部
②職歴　民間建設業９年、市役所職員８年
　職域　建築施工管理、下水道施設維持管理
③民間の建築施工管理業務を経て、市役所へ入庁し都市計画課で５年、下
水道課で３年目になります。現在は、建築業と少し離れておりますが、
これまでの経験を活かしつつ新しいことも吸収し日々業務に取り組んで
おります。
④建築業界と少し離れておりますので、情報や交流を深められたら幸いです。
⑤具体的に把握できてなくて申し訳ありませんが、極力、参加していきた
いと思います。
⑥スクラップ＆ビルドの時代から、ストック型社会へ移行している昨今、
無駄のない合理的な社会づくりの一助となれれば幸いです。

①小堀　妙子　53歳　鹿島支部
②株式会社泉ハウジング（賃貸管理会社）
③25年前に建築会社で設計の仕事をしていた時に取得した資格を子育てを
終えて又活かせるチャンスを現在勤め先の社長より頂きました。どうぞ
宜しくお願い致します。
④建築士会が開催する講習やイベント・セミナーに参加してお部屋のリ
フォームやリノベーション等に活かしていけたらと入会致しました。２
年前に既存住宅状況調査技術者資格と応急危険度判定士資格を取得致し
ました。
⑤現場見学会や施工などの体験型セミナーや意見交換など企画頂けたら参
加させて頂きたいです。
⑥お客様に喜んで頂ける提案やアドバイスが出来る建築士としての知識を
深めたいと思っています。

伊佐岡 健一 37歳
支部名：結城支部

岡嶋 利光 39歳
支部名：結城支部

小堀 妙子 53歳
支部名：鹿島支部

Freshman!!Welcome
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①伊藤　達哉　25歳　JR水戸支部
②JR東日本　水戸建築技術センター
③鉄道に関わる建築物の設計や工事管理の業務を行っています。
　趣味は旅行と星の写真を撮ることです。週末は所属している草野球チー
ムで野球をしています。
④建築士として最新の建築情報を取り入れる事を目的に入会しました。
　様々な講習会やイベント・セミナーを開催して頂いているので積極的に
参加したいです。
⑤カメラが趣味なのでフォトコンテストに応募し写真を通じて建築の魅力
を伝えたいです。
⑥建築知識の更なる向上と建築職としての経験を積み鉄道建築技術者とし
て活躍することが目標です。

①久保田 健助　49歳　筑波支部
②つくば市内の工務店に勤務しています。住宅設計・監理業務と現場管理
などを行っています。
③知人の建築士の紹介で、筑波支部に入会させていただきました。建築と
はあまり関係ないかもしれませんが、生き物が好きで休日には夫婦で庭
いじりや動物の世話をして過ごしています。
④講習会や見学会、士会企画のイベントなどに参加し、地元地域で活躍さ
れている皆様との交流や、知見を深める機会になればと思い入会しまし
た。
⑤建築物や土地のサーベイと、そこから見出される何らかのヒントを得ら
れるような活動に参加してみたいです。
⑥建築をよりどころにして環境やひとに貢献できるような仕事をしていき
たいです。よろしくお願いいたします。

伊藤 達哉 25歳
支部名：JR水戸支部

久保田 健助 49歳
支部名：筑波支部

①氏名・支部

②勤務先

③自己紹介

④入会の目的　　

⑤建築士会に期待する活動・参加したい活動

⑥建築士として将来の目標
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　令和２年９月８日、茨城県建設技術研修センター
において「既存住宅状況調査技術者講習」を開催致
しました。
　既存住宅状況調査技術者とは、平成29年２月に創
設された既存住宅状況調査技術者講習制度による新
しい技術者資格です。
　宅地建物取引業法の改正により、平成30年４月よ
り、中古住宅の売買の際に行われる重要事項説明に、
既存住宅状況調査を実施している場合にはその結果
について説明することが義務づけられました。
　この調査を行うことができるのは、既存住宅状況
調査技術者の資格を持つ者のみとなっており、従来
のインスペクターの資格では行うことができません。
　今回の講習は既存住宅状況調査技術者の資格を取
得するためのものです。
　講習では、講義１で「不動産流通市場の現状と国
の取組状況」、「既存住宅状況調査技術者の役割」、「既
存住宅状況調査の概要、調査手順」などを学び、講
義２で木造・鉄骨造・鉄筋コンクリート造の各構造
における状況調査方法基準、検査機器や調査報告書

の記入方法などを学び、最後に35分間の修了考査を
経て閉会となりました。
　これからの人口減少社会での住宅ストックの活用
において、今後非常に重要な資格となる講習であり
ました。
　研修委員会では、これからも法律改正時のタイム
リーな講習会や定期的な講習会などを会員の皆様の
要望に合わせ随時開催してまいります。ぜひご参加
下さい。

委員会
活 動

研修委員会 委 員 　 石 井 　 邦 明

令和２年度
既存住宅状況調査技術者講習　レポート
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　令和２年９月16日、茨城県庁９階講堂において「応
急危険度判定士」講習会が開催されました。今回の
講習は、コロナ禍での開催ということで、例年とは
少し異なり、受付時に検温、消毒、マスクの着用を
促す等の対策を行いました。また、座席も受講者間
の距離を保つように配慮し、換気にも気を配り、そ
して本日の受講生82名の方々にご理解と協力をお願
いしての講習会となりました。
　あいさつでは茨城県土木部技監兼都市局建築指導
課長に代わり、山本課長補佐からこの判定士制度の
概要と重要性、そして意義についてお話がありまし
た。同時に今までの判定活動への感謝ものべられて
おりました。
　その後、第一編として応急危険度判定の基準と成
り立ち、そして概要を建築指導課江里口技師よりお
話頂きました。2020年９月現在で、茨城県内にお
いては2,228名の判定士を養成しているとのことで
す。また、実際の活動としては、2004年新潟県中越
地震、2007年新潟県中越沖地震、2011年東北地方太
平洋沖地震、そして2016年熊本地震などにおいて派
遣の実績があります。その判定活動の事例としまし
て、2016年の熊本地震の際に、実際に現地入りし行っ
た活動・体験について感じたことを建築指導課鈴木
主任より、話がありました。活動の様子が分かる写
真と共に具体的にあった出来事、訓練や想定ではで
きない現場の生の体験談は、実感がわく内容でした。
判定活動時に出会った住民の方の生の声、茨城空港

での手荷物検査の話などの
実話は、やはり印象に残り
ます。私自身、2011年に判
定活動を行ったことがあり
ますが、その時のことを思
い出しました。
　判定士は、余震による建
物の危険性を判断し、人命
に関わる二次被害を防止するのが第一の目的となっ
ています。知らない土地で、限られた時間の中で効
率よく調査を行うことが求められます。もしかする
と、事務的に数をこなす判定調査になる可能性があ
りますが、実際にはそこで生活されている住民の
方々とのコミュニケーションが最も重要で、その
方々に寄り添った説明、適切な話し方、わかりやす
い説明が必要です。少しでも人々の不安を取り除き、
安心して頂くことができれば、判定活動の本当の意
味があるのかもしれません。
　第二編としては、調査実務のマニュアル、実際の
取り組み方、調査で見るべきところ、判定調査シー
トの記載方法などの講話がありました。木造に始ま
り、鉄骨造、鉄筋コンクリート造、鉄筋鉄骨コンク
リート造という順番で基本的な診断方法と、注意点
など、スライドを見ながら理解を深めました。
　最後は、震災の教訓として2011年東北地方太平洋
沖地震の際の報道などの様子がまとめられた映像を
見て終了となりました。
　いつ来るかわからない災害に備え、少しでも安心
安全に暮らせるようにこの茨城県震災建築物応急危
険度判定制度とその活動に今後もご理解とご協力を
頂きたいと思います。
　この判定士として認定を受けるために建築士会が
協力し、茨城県が主催する講習会は年に１回開催し
ております。受講料・テキスト代ともに無料です。
皆様の参加をお待ちしております。

茨城県震災建築物
「応急危険度判定士」講習会の開催

委員会
活 動

情報・広報委員会 委 員 　 山 田 　 一 博
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　令和２年９月19日㈯、水戸市東野市民運動場にて、
第44回ソフトボール大会（県大会）は、今年はコロ
ナ禍対策をしながらの開催となりました。決勝戦は
県庁支部チームと筑波支部チームの対戦が行われ、
優勝は県庁支部でした。小雨も降りましたが、怪我
人も無く、無事に開催できました。お忙しいところ
各支部から参加していただいた皆様、本当にありが
とうございました。
優勝　　県庁支部チーム
準優勝　筑波支部チーム
３位　　県央支部Ｌチーム
４位　　県央支部Pチーム
最優秀選手　広瀬健二さん（県庁支部）

敢闘賞　　矢口道大さん（筑波支部）
副会長賞　上野一郎さん（県央支部）

第44回ソフトボール大会
優勝は県庁支部チーム

委員会
活 動

青 年 委 員 会 青 年 委 員 長 　 早 川 　 敏 史

始球式

優勝　県庁支部 準優勝　筑波支部

KENCHIKU IBARAKI vol . 10 416



17けんちく茨城 104号



　コロナ禍で自粛を余儀なくされていたため、久し
ぶりのセミナーでした。
　７月30日㈭土浦市三中地区公民館に於いて、電気
契約５アンペアで生活をされている、早川幸子さん
のお話をお聞きしました。
　「５アンペアで暮らすとはどういうことなのか？」
にわかには意味が分からなかった、というのが正直
な感想です。まず電気の最低契約が５アンペアとい
うことも、初めて知りました。
　初めに、５アンペアで一度に使える電気は500W
までということで、使える電気製品を教えていただ
きました。冷蔵庫洗濯機をはじめ、思っていたより
も使える製品があることに驚き、我慢をするという
よりは、楽しく工夫をしながら生活をしていること
がわかりました。例えば、箒、土鍋、蒸し器、蚊帳、
湯たんぽなど、昔の道具を使うこと。ガスは使うの
で、調理や暖房は不自由なく、テレビ、電気ポット、
コーヒーメーカーなど使わなくてもよい電気製品と
はサヨナラ。消費電力の目安を知り、アンペアを足
し算して併用できる電気製品を考えて順番に使うと
のこと、頭の体操になりそうですね。
　個人的にはテレビのない生活は考えられませんが、
共感できることもあり、全てを電気に頼っている現

状を見直す機会にもなりました。
　裸電球がぶら下がっていた田舎での幼少時代、か
まどでご飯を炊き、風呂は薪で沸かし、炭の火鉢と
炬燵で暖を取り、夏は障子を開け放して自然の風と
団扇が大活躍。水道も無く、当時は不便と思うこと
の方が多くて、便利な生活を求めて今日まで突き進
んできましたが、原風景である里山の風景とともに、
あの頃の暮らしが懐かしく思い出されます。
　そうはいっても、中々元に戻れない現実がありま
す。
　早川さんが声を大にして訴えたいことは、
　『私の５アンペア生活よりも、みんなのマイナス
10アンペア！』
だそうです。これなら少しは頑張れるでしょうか？

■ 土 浦 支 部 　 赤 木 　 裕 子

「電気契約　５アンペアで暮らす」

委員会
活 動

女性委員会（わくわくセミナー）
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　　８月27日㈭土浦三中地区公民館にて、わくわく
セミナーを開催しました。講師は建築士会会員の中
山　修一さんにお願いしました。防水工事専門の　
株式会社　星斗防水工業　代表取締役をされていま
す。ご自分の過去の仕事の経験の中から、特に雨漏
りの発生が起こりやすい箇所の事例また、どのよう
に対処できたか等をパワーポイントにより詳しく説
明して頂きました体験に基づき作成された資料です
ので、説得力のある解りやすい内容でした。材料・
材質・デザインのすべてが日進月歩の開発により進
化しているのに『雨漏り』がなくならない現実に向
き合い、一件でも多く対策により解決することを目
指しての勉強会でした。
　なかなか終息の見えないコロナ禍の中、講師・参
加者の皆様にはマスクの着用・手指の消毒・ソー
シャルディスタンスの確保など細かな制約にご協力
頂きセミナーを終える事ができました。改めて感謝
申し上げます。

「雨漏りの実例と対処方法」
■ 土 浦 支 部 　 平 島  か よ 子
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　９月24日㈭土浦支部三中地区公民館にて、わくわ
くセミナー「田んぼに家をたてる」に参加しました。
講師はNKハウジング㈱の海老原正美社長です。農
家の次男として生まれ、今でも農業を続けられてい
て、趣味は米作りという方でした。
　一般の方が農地を購入して家を建てるということ
は難しいですが、家族から農地を譲り受けて家を建
てるというケースはしばしば見受けられます。田ん
ぼなどの農地に家を建てる場合、一番心配なのは地
盤や土壌の安全性ではないでしょうか。田んぼは農
業従事者の高齢化により管理の甘い田んぼが増えて
いるということです。水路の掃除が行き届いていな
いところは要注意です。暗渠を入れていた田んぼも
どこに入っているかわからなくなってしまっている
ところも多いそうです。田んぼは床がとても大事で
トラクターなどのとても重い機械が埋まらないのは
床があるからだそうです。床をやぶってしまうと
ズブズブになってしまいます。田んぼを見極めるに
は、まわりを見るとヒントがあります。山際か水路
が高いところにあるか、水が土地の下に流れていな

いか、、、水が下に入ると手のつけようが無いという
ことです。土の下には隠れているものがいっぱいあ
るので見極めることは難しいと思いました。

「田んぼに家をたてる」
■ 土 浦 支 部 　 眞 鍋 　 道 子
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　令和２年９月29日㈫に茨城県総合福祉会館にて、
ラブアークセミナー「明日からできる！整理収納セ
ミナー」を開催しました。コロナ禍で３月のラブ
アークセミナーが延期になって以来、久しぶりの開
催です。セミナーは、アルコール消毒を行ない、ソー
シャルディスタンスを十分にとったうえで行われま
した。
　外出自粛期間などもあり自宅で過ごす時間が増え
てきたなか、身の回りの整理、整頓、収納、片付け
は多くの方が実行したい関心のあるテーマだと思い
ます。
　講師は、士会会員であり、建築設計、アクセサリー
制作の仕事をしながら昨年、整理収納アドバイザー
１級の資格を取得した桑原文子さんにお願いしまし
た。
　セミナーは「理想の暮らし」について考えてみる
ことから始まりました。各自それを具体的にイメー
ジし、目標を書き出しました。次に、どのように実
践していくかを考えます。講師に整理・整頓の仕方
やコツ、手順を教えて頂き、アドバイスをしてもら

います。整理収納の悩みや困りごと、自分の整理整
頓の仕方などを参加者で意見交換しながら考えてい
きました。皆さんのお話も聞けたことは大変参考に
なりました。
　セミナーを受講しモチベーションが上がったとこ
ろで、「１日５分でもいいんですよ」という講師の
言葉を思い出し、早速行動に移していきたいと思い
ます。

９月ラブアークセミナー
「明日からできる！整理収納セミナー」
■ 行 方 支 部 　 大 谷 　 美 由 紀
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　　　　〒309－1602
茨城県笠間市池野辺2523番地
TEL　0296－72－8111
FAX　0296－72－8534

URL　http://www.kasama-club.com
※オンライン予約も承っております

424242
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SUPERニーディング工法（高支持力工法α＝425・600）、SUPERDANK工法（中掘高支持力工法α＝425）、ニーディング、
NEWニーディング、Lev-Pile 構法、STニーディング工法、DANK、STJ工法（中掘拡大根固め工法）、BFK工法（異形摩擦杭確定工法）

（一社）茨城県設備設計事務所協会加盟
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一般社団法人

茨城県建築士会


